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八重山列島,西表島へ再び漂着したチレ二アイガイ

久保田　　　信*・島　袋　ときわ**

Shin Ku】bota and Tokiwa Shimabukuro: The blue mussel drifted ashore again on the coasts of Iriomote Island,

the Yaeyama Islands

は　じ　め　に

沖縄県沿岸にはチレニアイガイMytilus edulis

galloprovmcialis Lamarckの分布がまったくみられな

いものの,ブイに付着して成長した外国産のチレニアイ

ガイの漂着があることを報告した(久保田・林原,1995 ;

久保田・島袋, 1996)。このような漂着は,近年,慶良

問列島の阿嘉島で繰り返しておこり(久保田・林原,

1995),西表島でも過去にそのような可能性があったこ

とを推察した(久保田・島袋, 1996)e　黒住(1995)ち

約20年前に八重山列島の波照間島で本種の漂着があった

可能性を指摘している。本報告は,西表島でチレニアイ

ガイの付着したブイが再び漂着したので記録するもので

ある。加えて,ブイに付着していた他の軟体動物4種お

よびその他の主な付着動物についても記す。

ブイに付着して西表島へ漂着したチレ二アイガ

イ,他の軟体動物,および付着動物

1996年の2月下旬から3月にかけて,西表島の少なく

とも3箇所にチレニアイガイの付着したブイが漂着し

た。中野の浜で19個と最も多数のブイを発見し,網取で

10個,宇奈利崎で6個を発見した。ブイのすべてにチレ

ニアイガイが付着してほいなかったが,また付着してい

てもその数には多少があったが,本報告では,最も多数

のチレニアイガイが付着していた1個のブイ(図1)に

ついて観察した。なお,宇奈利崎のブイのみ発泡スチロー

ル製で,他はプラスチック製,黒色であり,同一の製品

と思われた。西表島では冬季に漂着物が多く,それらの

中には台湾,中国,韓国製の物がある。今回発見したブ

イがどこから漂流してきたのかは不明であるが,外国製

のブイである可能性が強い。

採集場所　沖純県八重山郡竹富町西表,中野の浜

採集日　1996年2月25日

基質　　　プラスチック製ブイ(球形,直径25cm)

チレニアイガイ　N-51)のサイズ組.成

前後軸長(mm)　　個体数

2ト25　　　　　　　　1

26-30

3ト35　　　　　　　15

36-40　　　　　　　16

4ト45　　　　　　　　9

46-50

他の軟体動物

ホトトギスガイ　　　13個体

カキの一種　　　　　　23個体

?カサガイ類の一種　　4個体

カサガイ額の一種　　1個体

その他の主な付着動物

フジツボ類(ブイの赤道面を被いつくす)

コケムシ頬

群体ボヤ頬

以上のように,たった1個の小さなブイであるにもか

かわらずチレニアイガイやフジツボ類の多数個体が付着

図1漂着したブイに付着するチレニアイガイおよび
他の付着動物
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しており,また, L記のいずれの付着動物も成体サイズ

に達していることからラフティングによる分布拡大の潜

在力となりうる(ただし,このブイは漂着直後のもので

はなく,付着動物の多くの個体は死亡していた)。今後

も西表島に限らず南西諸島全体で漂着記録をとり続ける

ことが必要である。なお,上記の標本は,乾燥標本とし

て久保田が保管している。

南西諸島からほ地理的には遠く離れているものの,小

笠原諸島でもチレニアイガイの多数の個体が近年漂着

L l個体は磯浜に付着していた例が報告されている(立

川1996)。なお,本種が小笠原諸島沿岸に漂着した基

質もプラスチック製のブイであったo
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